
資料２－１

「野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備モデル事業」関連

四国森林管理局で「四国山地緑の回廊（剣山地区）」において

平成２１年度に実施する被害調査、シカ調査の計画について

１．「四国山地緑の回廊（剣山地区）」におけるニホンジカの生息密度及び植生

被害調査

平成１９年度から実施。徳島県、高知県に２箇所ずつ調査エリアを設定。いず

れも森林区域。

（１）ニホンジカの生息密度調査（糞粒調査）

（２）林内被害状況調査（毎木調査及び林床調査）

平成２１年度も引き続き、同じエリアで実施予定。

２．「野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備モデル事業」における調査

調査箇所等については、他の機関等の箇所等と重複しないよう調整。

(１)生息環境調査

ササ等の植生の状況、被害状況の把握等。

（２）シカ動態調査

季節移動の解明等のため、シカを生体捕獲しＧＰＳを装着して 放獣し、行

動を記録。1 年程度経過後にＧＰＳを回収し、行動特性を把握。

(２頭を予定）

(３)植生回復調査

被害跡地の再生対策としての防護柵等の設置箇所（すでに設置した箇所）に

ついて、植生の回復状況を調査。
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